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芦川貴之　日露戦後における国木田独歩の逸文

　
「
夫
婦
」（『
太
陽
』
明
三
七
〈
一
九
〇
四
〉・
七
）
発
表
以
後
、
国
木
田
独
歩

は
事
実
上
創
作
活
動
を
休
止
し
て
い
た
。
再
開
す
る
の
は
「
田
舎
教
師
」（『
新

古
文
林
』
明
三
九
・
三
、
の
ち
そ
の
一
部
が
『
濤
声
』〈
明
四
〇
・
五
〉
に
採

録
さ
れ
た
際
に
「
帽
子
」
と
改
題
）
か
ら
だ
が
、
こ
の
間
の
空
白
期
間
は
、
栗

林
秀
雄
や
芦
谷
信
和
の
指
摘
が
示
す
よ
う
に
、
独
歩
の
創
作
に
お
い
て
一
つ
の

画
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た（１
）。
こ
の
期
間
を
捉
え
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
の

は
、
独
歩
が
雑
誌
編
集
に
専
念
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
で
あ
る（２
）。
し
か

し
、
独
歩
の
雑
誌
編
集
と
創
作
活
動
と
を
関
連
づ
け
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
為
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た（３
）。
こ
の
空
白
期
間
の
あ
と
に
、
晩
年
の
代
表
作
の
ひ
と
つ

「
窮
死
」（『
文
藝
倶
楽
部
』
明
四
〇
・
六
）
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、
独
歩
の
雑
誌
編
集
を
具
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
小
論
は
、
独
歩
が
右
の
空
白
期
間
に
刊
行
し
始
め
た
雑
誌
『
新
古
文

林
』（
明
三
八
・
五
〜
四
〇
・
三
）
の
時
文
欄
を
改
め
て
検
討
し
、
独
歩
の
逸

文
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
窮
死
」
へ
の
布
石
と
し
て
そ
の
価

値
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。

一

　
奥
付
に
「
編
輯
者
」
と
し
て
「
国
木
田
哲
夫
」
す
な
わ
ち
国
木
田
独
歩
の
名

が
刻
ま
れ
た
雑
誌
『
新
古
文
林
』
は
、
既
述
の
通
り
、
明
治
三
八
年
五
月
か
ら

明
治
四
〇
年
三
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
独
歩
は
明
治
三
九
年
八
月
に

療
養
の
た
め
に
湯
河
原
に
滞
在
す
る（４
）が
、
翌
九
月
三
日
に
湯
河
原
か
ら
出
さ
れ

た
吉
江
喬
松
宛
独
歩
書
簡
に
「
さ
て
新
古
文
林
十
月
呼
物
は
／
（
改
行
を
示
す
、

以
下
同
│
引
用
者
注
）
第
一　
武
蔵
野
周
遊
記
／
第
二　
女
は
如
何
な
る
は
づ

み
で
堕
落
す
る
や
／
第
三　
蘆
花
の
ト
ル
ス
ト
イ
訪
問
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

療
養
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
新
古
文
林
』
編
集
の
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
転
地
療
養
以
前
の
独
歩
は
直
接
『
新
古
文
林
』
の
編

集
に
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、

『
新
古
文
林
』
二
巻
七
号
（
明
三
九
・
五
）
の
「
文
界
彙
報
」
に
「
△
徳
富マ
マ

蘆

花
氏
の
書
簡
」
と
し
て
、「
国
木
田
哲
夫
大
兄
」
と
い
う
宛
名
の
あ
る
書
簡
の

文
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

拝
啓
小
生
は
欧
米
巡
遊
を
思
立
ち
今
備
後
丸
に
て
播
磨
灘
を
過
ぎ
つ
ゝ
あ

り
、
出
発
前
三
日
大
兄
恵
贈
の
運
命
を
正
に
落
手
し
、
今
日
は
神
戸
に
て

日
露
戦
後
に
お
け
る
国
木
田
独
歩
の
逸
文

│
『
新
古
文
林
』
時
文
欄
の
再
検
討
│

芦

川

貴

之
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修マ
マ
二
（
正
し
く
は
収
二
│
引
用
者
注
）
君
の
送
別
を
煩
は
せ
り
、
小
生
は

切
に
大
兄
兄
弟
の
上
に
神
の
恩
寵
の
優
渥
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。

別
に
臨
み
多
言
せ
ず
、
唯
大
兄
の
自
重
を
是
祈
る

 

四
月
七
日
午
後
二
時
備
後
丸
船
室
に
て　
　
　

 

徳
富マ
マ

健
次
郎　
　
　

　
こ
の
文
面
か
ら
、
独
歩
が
こ
の
書
簡
の
前
月
に
刊
行
し
た
『
運
命
』（
明
三

九
・
三
・
一
八
）
を
徳
冨
蘆
花
に
献
本
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
後

に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
次
の
文
は
誰
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

此
書
簡
に
由
り
て
蘆
花
氏
が
風
説
の
如
く
愈
々
欧
米
巡
遊
の
途
に
登
ら
れ

た
る
を
確
か
め
得
た
り
。
余
輩
は
氏
が
長
途
の
航
路
恙
な
く
了
り
、
帰
来

我
邦
詩
界
の
為
め
宗
教
界
の
為
め
増
々
其
天
職
に
尽
く
せ
ら
れ
ん
事
を
望

み
、
祝
福
長
く
氏
が
身
上
に
有
ら
ん
事
を
切
に
祈
る
。

　

無
記
名
で
は
あ
る
が
、「
祝
福
長
く
氏
が
身
上
に
有
ら
ん
事
を
切
に
祈
る
」

「
余
輩
」
は
、
無
論
、
書
簡
の
受
け
取
り
手
で
あ
る
国
木
田
独
歩
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
先
の
吉
江
宛
独
歩
書
簡
に
示
さ
れ
た
「
新
古
文
林
十
月
呼
物
」
と
し
て

の
「
蘆
花
の
ト
ル
ス
ト
イ
訪
問
記
」
は
、
右
の
独
歩
宛
蘆
花
書
簡
引
用
の
延
長

上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
企
画
は
結
局
『
新
古
文
林
』
廃
刊
ま
で
に

果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
吉
江
宛
書
簡
で
の
こ
う
し
た
言
及
も
ま
た
、
独

歩
が
蘆
花
書
簡
を
『
新
古
文
林
』
に
引
用
し
た
当
人
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
蘆
花
書
簡
を
引
用
し
た
「
文
界
彙
報
」
の
直
前

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
無
記
名
「「
破
戒
」
を
読
む
」
の
執
筆
者
も
ま
た
国
木
田

独
歩
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
評
で
は
島
崎
藤

村
『
破
戒
』（
明
三
九
・
三
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
此
の
作
を
読
ん
で
、
第
一
に
我
々
の
感
じ
る
の
は
如
何
に
我
々
は
立ヒ
ー
ロ
ー物

と
共
に
、
謂
は
ゆ
る
歴
史
な
る
も
の
と
、
此
の
歴
史
に
よ
つ
て
育
ま
れ
た

無
意
義
な
る
習
慣

�

�

の
為
め
に
囚
へ
ら
れ
、
圧
し
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ

と
と
、
第
二
に
は
、
此
の
歴
史
習
慣

�

�

を
破
り
棄
て
る
所
の
自
意
識

�

�

�

な
る
も

の
ゝ
発
達
す
る
に
は
、
如
何
に
多
く
の
悩
み
を
味
は
ふ
べ
き
か
と
い
ふ
こ

と
と
、
第
三
に
は
、
自
意
識

�

�

�

に
よ
つ
て
新
人
と
な
る
感
情
の
、
如
何
に
潔

く
楽
し
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
「
習
慣
」
や
「
自
意
識
」
と
い
う
語
の
反
復
が
み
ら
れ
る
こ
の
文
は
、
平
野

謙
「
明
治
文
学
評
論
史
の
一
齣
│
『
破
戒
』
を
繞
る
問
題
│
」（『
学
芸
』
昭
和

一
三
〈
一
九
三
八
〉・
一
一
）
に
も
引
用
さ
れ
、
そ
の
論
の
骨
子
を
な
し
た
有

名
な
「
破
戒
」
評
の
一
つ
だ
が
、
平
野
が
そ
の
引
用
の
前
に
同
時
代
の
「
破

戒
」
評
を
網
羅
的
に
示
す
際
、
こ
の
評
の
著
者
を
「
白
雲
子
（
国
木
田
独

歩
？
）」
と
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
単
行
本
『
島

崎
藤
村
』（
一
九
四
七
・
八
、
筑
摩
書
房
）
に
「
破
戒
論
」
と
し
て
収
録
さ
れ

た
際
に
、
初
出
の
文
に
何
も
補
足
的
な
説
明
が
加
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
「
白
雲

子
（
国
木
田
独
歩
）」
と
し
て
「
？
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
「「
破
戒
」
を
読
む
」
は
無
署
名
で
あ
り
、「
白
雲
子
」
の
名
は
同
号
の

『
新
古
文
林
』
時
文
欄
の
「
社
会
と
喜
劇
」
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
次
で
は
、「
社
会
と
喜
劇
」
に
続
い
て
「
川
柳
と
狂
歌
」「
進
取
の
歌
」

「
煩
悶
と
信
仰
」「
残
紅
録
」
と
あ
る
そ
の
下
に
「（
白
雲
子
）」
と
付
さ
れ
て
い
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る
の
で
、
こ
れ
ら
五
つ
の
評
文
の
み
が
「
白
雲
子
」
の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
野
は
「「
破
戒
」
を
読
む
」
を
「
白
雲
子
」
の
も

の
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
署
名
を
国
木
田
独
歩
の
も
の
と
同
定
し
て
い
る
。
具
体

的
な
論
証
に
欠
け
る
平
野
の
こ
の
指
摘
を
単
な
る
誤
り
と
し
て
指
弾
し
て
し
ま

う
の
は
容
易
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
平
野
論
を
批
判
的
に
継
承
し
た
平
岡
敏
夫

「
第
二
章　
日
露
戦
後
文
学
『
破
戒
』」（『
日
露
戦
後
文
学
の
研
究　
上
』
一
九

八
五
・
五
、
有
精
堂
出
版
、
四
六
、
四
七
頁
）
に
お
い
て
も
右
の
点
は
糺
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
さ
ら
に
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
や
は
り
先
に
結
論
を
言
え
ば
、「「
破
戒
」
を
読
む
」
は
国
木
田
独
歩
の
手
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
二
つ
あ
る
が
、
ま
ず
一
つ
は
、
こ
の
評
の

十
か
月
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
独
歩
集
』（
明
三
八
・
七
）
収
録
の
「
牛
肉
と
馬

鈴
薯
」
の
人
口
に
膾
炙
し
た
一
節
、「
習カ
ス
ト
ム慣
の
圧
力
か
ら
脱
が
れ
て
、
驚
異
の

念
を
以
て
此
宇
宙
に
俯
仰
介
立
し
た
い
の
で
す
。」
の
「
習
慣
」
と
い
う
語
が

「「
破
戒
」
を
読
む
」
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、

例
え
ば
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
の
明
治
二
七
年
二
月
一
日
の
項
の
「
吾
を
吾
が
時

代
、
吾
が
境
遇
、
吾
が
習
慣

�

�

よ
り
截
断
し
て
、
独
乎
介
立
、
此
の
処
を
行
く
と

想
像
せ
し
め
よ
」
と
い
う
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
、「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
が
『
独

歩
集
』
に
収
録
さ
れ
る
十
年
以
上
前
か
ら
、〈
習
慣
〉
を
脱
す
る
こ
と
が
独
歩

の
宿
願
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
一
つ
は
、「「
破
戒
」
を
読
む
」
の
翌

月
に
「
左
は
『
牛
肉
と
馬
鈴
薯
』
の
主
人
公
、
岡
本
誠
夫
の
手
帳
よ
り
抜
き
書

き
せ
し
も
の
な
り
」
と
の
前
書
き
が
あ
る
「
岡
本
の
手
帳
」（『
中
央
公
論
』
明

三
九
・
六
）
を
独
歩
が
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
「
習
慣
」

と
い
う
語
は
使
わ
れ
な
い
も
の
の
、「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
で
あ
れ
ば
〈
習
慣
〉

と
名
づ
け
ら
れ
る
べ
き
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
人
、
生
れ
て
こ
の
場
所
に
生
育
し
、
そ
の
感
情
全
く
こ
の
場
処マ
マ
の
支
配

を
受
く
る
に
至
る
。
何
時
し
か
爾
な
く
彼
な
き
の
こ
の
天
地
に
独
り
吾
て

ふ
も
の
の
俯
仰
し
て
立
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
能
は
ざ
る
に
至
る
な

り
。

　
「
人
」
は
、「
生
育
」
す
る
中
で
、
そ
の
「
感
情
」
が
「
場
処
の
支
配
」
を
受

け
、「
天
地
に
独
り
吾
て
ふ
も
の
の
俯
仰
し
て
立
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
」
を
感
じ

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
場
処
の
支
配
」
は
、

前
書
き
に
あ
る
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
〈
習
慣
〉
と
言
い
換
え

ら
れ
る
が
、
先
に
引
用
し
た
「「
破
戒
」
を
読
む
」
に
も
同
様
の
発
想
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
我
々
は
立
物
と
共
に
、
謂
は
ゆ

る
歴
史
な
る
も
の
と
、
此
の
歴
史
に
よ
つ
て
育
ま
れ
た
無
意
義
な
る
習
慣
の
為

め
に
囚
へ
ら
れ
、
圧
し
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。「「
破
戒
」
を
読

む
」
に
お
い
て
『
破
戒
』
は
、「
立
物
」
が
「
多
く
の
悩
み
」
を
「
味
は
」
い

な
が
ら
「
歴
史
習
慣
を
破
り
棄
て
る
所
の
自
意
識
な
る
も
の
」
を
発
達
さ
せ
、

そ
の
「
自
意
識
に
よ
つ
て
新
人
と
な
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
岡
本

の
手
帳
」
の
「
独
り
吾
て
ふ
も
の
の
俯
仰
し
て
立
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
ず

る
」
こ
と
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
「
自
意
識
」
と
考
え
ら
れ
、

「「
破
戒
」
を
読
む
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
自
意
識
」
に
よ
っ
て
「
新
人
」
と

な
る
「
立
物
」
の
姿
が
捉
え
ら
れ
、
そ
の
「
感
情
」
が
「
潔
く
楽
し
い
」
と
肯

定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
『
破
戒
』
刊
行
の
翌
月
で
は
な
く
、
さ
ら
に
翌
月
の
五
月
に
独
歩

が
『
破
戒
』
を
評
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
こ
に
は
「「
破
戒
」
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を
読
む
」
の
前
月
、
四
月
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
藤
村
が
「
緑
陰
雑
話
」
を

発
表
し
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
「
君
の

作
物
は
皮
肉
な
処
も
あ
り
ま
す
が
新
し
い
そ
し
て
真
に
真
面
目
な
処
が
あ
り
ま

す
の
で
、
読
む
可
き
も
の
と
し
て
人
に
も
勧
め
自
分
で
も
愛
読
し
て
居
ま
す
。」

と
い
う
賛
辞
が
独
歩
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
こ
の
こ
と
が

藤
村
の
『
破
戒
』
を
評
す
る
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
右
に
確
認

し
た
よ
う
に
「
岡
本
の
手
帳
」
ひ
い
て
は
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
以
前
か
ら
、
独

歩
が
〈
習
慣
〉
を
脱
却
し
た
い
と
い
う
願
望
を
書
き
記
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
や
は
り
、「
習
慣
」
と
い
う
鍵
語
で
「
破
戒
」
を
評
し
た
「「
破
戒
」

を
読
む
」
は
、
国
木
田
独
歩
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
平
野
論
の
補
足
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
、
独

歩
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「「
破
戒
」
を
読
む
」
の
前
に
掲
載
さ
れ
た
「
社
会

と
喜
劇
」「
川
柳
と
狂
歌
」「
進
取
の
歌
」「
反
悶
と
信
仰
」「
残
紅
録
」
の
署
名

「
白
雲
子
」
が
、
平
野
論
が
示
す
よ
う
に
、
国
木
田
独
歩
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
評
文
は
『
定
本
国
木
田
独
歩
全

集
』
増
訂
版
（
一
九
七
八
・
三
、
学
習
研
究
社
、
以
下
『
全
集
』
と
す
る
）
に

も
未
収
録
で
あ
り
、
管
見
の
と
こ
ろ
、
そ
の
他
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
を
独
歩
の
も
の
と
す
る
論
証
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
白
雲
子
」
と
い
う
署
名
と
独
歩
と
の
関
わ
り
を
予
め
確
認
し
て
お
く
と
、

瀬
沼
茂
樹
「
解
題
」（『
全
集
』
第
二
巻
、
五
五
五
頁
）
が
示
す
よ
う
に
、
独
歩

が
明
治
三
二
年
九
月
二
〇
日
の
『
万
朝
報
』
の
懸
賞
小
説
に
「
榎
本
峯
雄
」
の

名
で
応
募
し
て
当
選
し
た
「
無
窮
」
の
署
名
が
「
白
雲
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
注
意
し
た
い
。「
榎
本
」
は
独
歩
の
妻
治
子
の
旧
姓
で
あ
り
、
こ
の
「
無
窮
」

は
、
独
歩
没
後
の
『
趣
味
』
拡
大
号
『
文
豪
国
木
田
独
歩
』（
明
四
一
・
八
）

に
も
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
は
国
木
田
治
子
編
『
独
歩
小
品
』（
明
四
五
・
五
、

新
潮
社
）
に
「
無
窮
の
生
命
」
と
改
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
実
見
し
た
と
こ
ろ
、『
新
古
文
林
』
時
文
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
白
雲
子
」
の

評
文
は
、
二
巻
四
号（５
）（
明
三
九
・
三
）、
二
巻
五
号
（
同
・
四
）、
二
巻
七
号

（
同
・
五
）
と
三
か
月
間
の
三
号
分
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
独
歩
の
著

作
を
「
目
録（６
）」
で
確
認
す
る
と
、
明
治
三
九
年
三
月
は
、
先
述
の
通
り
、『
新

古
文
林
』
二
巻
四
号
に
「
田
舎
教
師
」
を
発
表
し
、
既
存
の
短
編
を
集
め
た

『
運
命
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
翌
四
月
に
は
何
も
発
表
し
て
い
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
五
月
に
は
『
近
事
画
報
』
八
七
号
に
マ
キ
シ
ム
、
ゴ
リ
キ
ー
原

著
「
人
生
」
を
「
国
木
田
独
歩
重
訳
」
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
三
か
月

で
新
た
に
発
表
し
た
作
品
は
分
量
の
少
な
い
短
編
二
作
（
う
ち
翻
訳
一
作
）
で

あ
り
、
ま
だ
『
新
古
文
林
』
を
出
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
翌
四
〇
年
一
月
の

ひ
と
月
で
、「
恋
を
恋
す
る
人
」「
肱
の
侮
辱
」「
波
の
音
」
と
、
短
編
小
説
三

作
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
頃
に
独
歩
が
「
白
雲
子
」
名
義
で

評
文
を
書
く
余
裕
は
あ
っ
た
と
言
え
る（７
）。

　
先
ほ
ど
「「
破
戒
」
を
読
む
」
を
独
歩
の
も
の
で
あ
る
と
同
定
し
た
流
れ
で
、

注
目
す
べ
き
「
白
雲
子
」
の
評
文
は
同
じ
誌
面
の
「
反
悶
と
信
仰
」
で
あ
る
。

　
理
論
的
科
学
的
方
面
よ
り
の
見
解
は
暫
く
お
き
、
之
を
実
社
会
の
生
き

た
る
事
実
に
見
る
、
懐
疑
は
知
識
の
母
な
る
が
如
く
、
反
悶

�

�

は
信
仰
の
母

な
り
。
反
悶

�

�

の
試
練
を
経
ず
し
て
入
れ
る
信
仰
の
、
如
何
に
破
れ
易
く
砕
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け
易
き
は
、
之
を
滔
々
た
る
現
今
青
年
基
督
教
徒
の
状
態
を
見
る
も
明
か

な
り
。
試
み
に
基
督
の
生
涯
を
見
よ
、
彼
は
其
の
一
身
を
神
の
道
に
捧
げ

て
、
平
和
と
栄
光
の
福
音
を
地
上
に
述
べ
伝
へ
ん
と
す
る
に
当
つ
て
、
劈

頭
第
一
極
め
て
恐
る
べ
き
悪
魔

�

�

の
誘
惑
を
受
け
た
り
し
も
、
毅
然
と
し
て

之
に
勝
ち
、
然
る
後
光
栄
あ
る
神
の
道
を
宣
べ
伝
へ
ん
が
為
め
に
、
新
な

る
生
涯
に
入
れ
り
。
し
か
も
猶
其
の
最
後
に
於
い
て
、
彼
の
有
名
な
る

「
ゲ
ツ
セ
マ
ネ
」
の
園
中
に
於
け
る
大
反
悶

�

�

�

あ
り
た
る
に
あ
ら
ず
や
。
況

や
末
法
澆
季
の
世
の
人
の
子
に
し
て
、
何
等
の
反
悶

�

�

な
く
試
練
な
く
し
て

信
仰
の
道
に
入
れ
る
も
の
ゝ
、
た
と
へ
ば
芥
火
の
燃
ゆ
る
が
如
き
感
情
に

生
れ
た
る
信
仰
に
し
て
、
い
づ
く
ん
ぞ
よ
く
久
し
き
に
亘
り
て
悪
魔

�

�

の
誘

惑
に
耐
え
忍
ぶ
を
得
ん
や
。
信
仰
の
生
涯
は
奮
闘
の
生
涯
な
り
。
只
其
の

奮
闘
が
向
上
的
に
し
て
、
常
に
勝
利
の
栄
冠
を
以
て
飾
ら
る
る
の
み
。
悪

魔
と
雖
へ
ど
も
天
国
の
至
浄
郷
に
忍
び
入
る
を
得
る
が
故
に
天
使
と

雖
い
へ
ど
も

時
に
之
と
戦
か
つ
て
必
ず
捷
つ
の
準
備
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
悪
魔
の
姿
を

見
ざ
る
信
者
た
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
悪
魔

�

�

と
常
に
戦
か
へ
る
不
信
者
た
る

に
若
か
ず
。

　
然
ば
其
の
反
悶

�

�

と
は
何
ぞ
や
、
之
を
一
言
に
し
て
尽
せ
ば
、
自
己
衷
心

の
発
す
る
反
抗
の
声
な
り
。
理
智
の
方
面
よ
り
云
へ
ば
、
従
来
吾
人
が
父

母
よ
り
若
し
く
は
師
傅
よ
り
、
盲
目
的
に
機
械
的
に
、
享
け
入
れ
た
る
も

の
に
対
す
る
懐
疑
不
信
の
叫
び
に
し
て
、
更
に
之
を
実
社
会
の
方
面
よ
り

云
へ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
苦
が
き
経
験
に
対
し
て
起
る
良
心
の
叫
、
罪
の
自
覚

此
な
り
。

　
長
文
だ
が
必
要
上
全
文
を
引
用
し
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め

て
お
き
た
い
。

　
「
反
悶
は
信
仰
の
母
」
で
あ
る
。「
基
督
」
が
「
神
の
道
」
に
入
る
ま
で
に
は

「
悪
魔
の
誘
惑
」
を
受
け
、
さ
ら
に
は
「
大
反
悶
」
が
あ
っ
た
。「
現
今
青
年
基

督
教
徒
」
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
な
、「
反
悶
」
も
「
試
練
」
も
な
く
「
信
仰
」

に
入
っ
た
者
は
「
悪
魔
の
誘
惑
」
に
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
い

や
、
で
き
な
い
。
全
く
「
悪
魔
の
姿
」
を
見
な
い
「
信
者
」
で
あ
る
よ
り
は
、

徹
底
的
に
「
悪
魔
」
と
戦
う
「
不
信
者
」
で
あ
る
ほ
う
が
よ
い
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
神
」
と
「
悪
魔
」
と
の
間
で
「
反
悶
」
す
る
こ
と

が
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
、
そ
の
最
た
る
も
の
と
し
て
「
基
督
」
の
「
大
反
悶
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
「
反
悶
」
に
重
き
を
置
い
た
こ
の
文
が
発
表
さ
れ
た
二
か
月
前
に
、
独
歩
の

『
運
命
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
見
た
が
、
そ
の
中
に
小
説
「
悪
魔
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
文
中
に
「
悪
魔
」
の
語
が
頻
出
す
る
こ
と
か

ら
当
然
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
小
説
「
悪
魔
」
の
中
に
以
下
の
文

言
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
要
す
る
に
我
等
の
心
は
光
明

�

�

と
暗
黒

�

�

と
を
選
ぶ
べ
き
必
然
の
地
位
に
立

ざ
る
な
り
。
習
慣

�

�

と
伝
説
の
底
に
住
み
て
日
よ
り
日
と
動
物
的
生
命
を
駆

り
つ
ゝ
あ
る
の
み
。
斯
く
て
尚
ほ
善
と
い
ひ
悪
と
い
ひ
神
と
い
ふ
も
終
に

空
し
き
言
葉
な
ら
ん
の
み
。

　
所
謂
る
宗
教
を
説
き
信
仰
を
叫
ぶ
者
、
此
類
な
ら
ぬ
は
殆
ど
稀
な
り
。

基
督
が
十
字
架
の
苦
を
説
く
前
に
、
荒
野
の
苦
悶

�

�

を
解
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

基
督
は
十
字
架
に
依
つ
て
尊
と
し
、
さ
れ
ど
荒
野
の
苦
悶

�

�

あ
り
て
基
督
あ

り
し
な
り
。
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「
信
仰
」
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、「
習
慣
と
伝
説
の
底
に
住
み
て
」「
動
物

的
生
命
を
駆
り
つ
ゝ
あ
る
の
み
」
で
あ
る
と
い
う
「
宗
教
を
説
き
信
仰
を
叫
ぶ

者
」
と
対
比
す
る
形
で
、「
基
督
」
の
「
苦
悶
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
苦
悶
」
と
「
白
雲
子
」
の
「
反
悶
」
と
で
は
厳
密
に
は
異
な
る
語

だ
が
、「
悶
」
え
る
と
い
う
意
味
で
は
一
致
し
て
お
り（８
）、
さ
ら
に
は
「「
破
戒
」

を
読
む
」
で
否
定
的
に
用
い
ら
れ
、「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
で
も
脱
却
す
べ
き
も

の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
習
慣
」
の
語
が
こ
こ
に
も
現
れ
、
そ
れ
が
「
基

督
」
の
「
苦
悶
」
と
は
対
照
的
な
文
脈
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、「
反
悶
と
信
仰
」
の
最
後
で
「
反
悶
」
を
「
反

抗
の
声
」
と
呼
び
変
え
、
そ
の
「
反
抗
」
の
対
象
を
明
か
し
た
次
の
文
言
に
は

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。「
従
来
吾
人
が
父
母
よ
り
若
し
く
は
師
傅
よ
り
、
盲
目

的
に
機
械
的
に
、
享
け
入
れ
た
る
も
の
に
対
す
る
懐
疑
不
信
の
叫
び
」。
ま
さ

に
、
こ
こ
で
い
う
「
父
母
」
や
「
師
傅
」
か
ら
「
盲
目
的
に
機
械
的
に
、
受
け

入
れ
た
る
も
の
」
は
、
独
歩
の
い
う
〈
習
慣
〉
の
範
疇
に
収
ま
る
と
言
っ
て
よ

い
。
つ
ま
り
「
反
悶
と
信
仰
」
は
、「
神
」
と
「
悪
魔
」
と
の
間
で
「
反
悶
」

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
〈
習
慣
〉
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
〈
習

慣
〉
に
「
懐
疑
不
信
の
叫
び
」
を
あ
げ
よ
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
再

び
小
説
「
悪
魔
」
に
戻
る
と
、「
光
明
（
神
）」
と
「
暗
黒
（
悪
魔
）」
と
の
間

で
「
苦
悶
」
し
た
「
基
督
」
と
は
異
な
っ
て
、「
宗
教
を
説
き
信
仰
を
叫
ぶ
者
」

は
「
習
慣
」
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
「
苦
悶
」
を
妨
げ
ら
れ
、「
動
物
的
生
命
」

に
堕
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
反
悶
と
信
仰
」
と
小
説
「
悪
魔
」
と
で
は
「
信
仰
」
に
関

し
て
発
想
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
こ
の
共
通
性
は
「
白
雲
子
」
と
独
歩
と
の
近

似
性
を
読
者
に
訴
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
反
悶
と
信
仰
」
で
さ
ら
に
見
て
お
き
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
「
末
法
澆
季

の
世
の
人
の
子
に
し
て
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
に

当
時
の
「
世
」
を
「
末
法
に
は
い
っ
て
、
道
義
が
衰
え
人
情
の
う
す
く
な
っ
た

末
世
」
（
９
）
で
あ
る
と
す
る
発
想
は
、
翌
明
治
四
〇
年
三
月
、
同
じ
く
『
新
古
文

林
』
に
独
歩
が
発
表
し
た
詩
「
鎌
倉
妙
本
寺
懐
古
」
に
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

夕
日
い
ざ
よ
ふ
妙
本
寺
／
法
威
の
あ
と
を
弔
へ
ば
／
芙
蓉
の
花
の
影
さ
び

て
／
我
世
の
末
を
な
げ
く
か
な
／
／
／
法
よ
、
お
き
て
よ
、
人
の
子
よ
／

時
の
力
を
い
か
に
せ
ん
／
永
劫
の
神
ま
た
ゝ
き
て
／
金
宇
玉
殿
い
た
づ
ら

に
／
懐
古
の
客
を
誘
ふ
か
な
／
／
／
梢
の
鳩
の
歌
ふ
ら
く
／
あ
り
し
昔
も

今
も
尚
ほ
／
夕
日
い
ざ
よ
ふ
妙
本
寺
／
芙
蓉
の
花
は
美
な
る
か
な

　

第
一
連
で
は
、
視
点
人
物
が
「
妙
本
寺
」
で
「
法
威
の
あ
と
を
弔
」
い
、

「
我
世
の
末
を
な
げ
く
」「
芙
蓉
の
花
の
影
」
を
捉
え
る
さ
ま
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

「
法
威
の
あ
と
を
弔
」
う
と
い
う
表
現
は
、
仏
教
の
教
え
の
効
力
が
失
わ
れ
た

あ
と
を
弔
う
と
解
釈
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
視
点
人
物
の
発
想
に
は
、
末
法
思

想
的
な
世
界
観
が
見
受
け
ら
れ
、「
末
法
澆
季
の
世
」
と
述
べ
た
「
白
雲
子
」

の
発
想
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
第
二
連
に
「
人
の

�

�

子�

」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ

は
、「
白
雲
子
」
の
い
う
「
末
法
澆
季
の
世
の
人
の
子
」
と
同
様
の
文
脈
で
用

い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
白
雲
子
」
と
独
歩
と
の
一
致
も

ま
た
見
逃
せ
な
い
。
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三

　
明
治
三
九
年
五
月
の
『
新
古
文
林
』
二
巻
七
号
の
「
白
雲
子
」
評
は
、
こ
こ

ま
で
に
見
て
き
た
「
反
悶
と
信
仰
」
以
外
に
「
社
会
と
喜
劇
」「
川
柳
と
狂
歌
」

「
進
取
の
歌
」「
残
紅
録
」
が
あ
る
こ
と
は
既
に
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
、
箇
条

書
き
の
時
評
文
で
あ
る
「
残
紅
録
」
の
、
同
時
代
の
書
籍
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
見
解
を
述
べ
た
項
を
二
つ
取
り
上
げ
た
い
。

○
教
育
者
が
子
弟
教
育
を
手
段
と
し
て
、
文
学
哲
学
書
類
の
閲
読
を
其
の

子
弟
に
禁
ぜ
ん
と
す
る
を
見
て
固
陋
と
の
ゝ
し
り
偏
狭
と
あ
ざ
け
り
し
も

の
宜
し
く
根
本
的
に
堅
実
剛
毅
な
る
意
志
を
養
な
ふ
法
を
講
ず
べ
し
と
絶

叫
す
る
も
の
あ
り
。
教
育
者
或
は
平
然
と
し
て
答
へ
て
云
は
ん
。
此
の
如

き
書
を
漫
り
に
閲
読
せ
し
め
ざ
る
こ
と
即
ち
、
彼
等
年
若
き
青
年
男
女
に

と
り
て
は
、
堅
実
剛
毅
の
精
神
を
養
成
す
る
一
手
段
に
あ
ら
ず
や
と
。

○
出
版
物
の
濫
出
を
嘆
ず
人
あ
り
。
ま
こ
と
に
杞
憂
と
云
ふ
べ
し
。
余
計

な
心
配
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
悪
き
も
の
は
売
れ
ざ
る
べ
し
。
よ
し
売
れ

た
と
て
読
ま
れ
ざ
る
べ
し
。
よ
し
読
ま
れ
た
り
と
て
、
大
し
た
害
悪
を
生

ず
る
こ
と
は
之
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
さ
ば
か
り
の
物
に
頭
脳
を
乱
さ
れ
志マ
マ
想

を
崩
さ
る
ゝ
が
如
き
輩
は
、
此
の
種
の
書
籍
を
読
ま
ず
と
も
、
他
の
も
の

に
よ
り
て
堕
落
す
べ
し
。
何
事
に
よ
ら
ず
消
極
的
の
考
へ
は
歓
迎
す
べ
き

に
あ
ら
ず
。
気
は
成
る
べ
く
大
き
く
持
つ
べ
き
な
り
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
文
意
を
汲
み
取
る
な
ら
ば
、
昨
今
「
文
学
哲
学
書
類
の

閲
読
」
を
「
年
若
き
青
年
男
女
」
に
禁
じ
よ
う
と
す
る
者
が
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
「
消
極
的
の
考
へ
は
歓
迎
す
べ
き
」
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
書
籍
を
読

ん
で
「
頭
脳
を
乱
さ
れ
」
る
も
の
は
、
他
の
も
の
に
触
れ
て
も
堕
落
す
る
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
若
者
の
読
書
に
対
し
て
は
気
を
大
き
く
持
つ
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
ほ
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
意
見
を
、
翌
年
、
独
歩
が
『
婦
人
画
報
』
第
三
年
第
五
号

（
明
四
〇
・
三
）
の
「
女
学
生
と
小
説
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。

　
私
は
教
育
者
を
悪
く
い
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
学
生
に
小
説
を

禁
ず
る
な
ど
ゝ
い
ふ
事
は
余
り
に
神
経
過
敏
の
挙
動
で
は
あ
り
ま
す
ま
い

か
、
根
本
の
人
格
養
成
と
か
理
想
と
か
を
第
二
に
し
て
、
枝
葉
の
恰
度
、

重
箱
の
角
で
も
ほ
じ
く
る
や
う
な
、
穿
鑿
的
心
配
は
何
の
益
に
も
立
つ
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。（
略
）
／
要
す
る
に
私
の
説
は
女
学
生
に
小
説

を
読
ま
せ
る
の
読
ま
せ
ぬ
の
と
云
ふ
や
う
な
事
は
余
り
に
重
き
を
置
く
必

要
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　
冒
頭
で
「
女
学
生
に
小
説
を
読
ま
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
は
ゞ
同
時
に
男
学
生

に
も
読
ま
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。」
と
男
女
平
等

を
前
提
と
し
た
上
で
、
女
学
生
に
小
説
を
読
ま
せ
る
か
読
ま
せ
な
い
か
と
い
う

問
題
に
は
取
り
合
う
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

し
て
、「
女
学
生
の
品
行
と
か
風
紀
と
か
を
乱
す
原
因
」
と
し
て
「
小
説
」
を

禁
じ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
「
新
聞
の
三
面
記
事
」
だ
け
で
な
く
、「
演
劇
」「
古

今
集
」「
源
氏
物
語
」「
家
庭
に
於
て
か
る
た
会
を
催
す
」
こ
と
も
禁
じ
ね
ば
な

ら
な
い
際
限
の
な
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
白
雲
子
」
の
「
此
の
種

の
書
籍
を
読
ま
ず
と
も
、
他
の
も
の
に
よ
り
て
堕
落
す
べ
し
」
と
い
う
考
え
方
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と
同
一
の
も
の
で
あ
り
注
目
に
値
す
る
。
独
歩
も
「
白
雲
子
」
も
、
教
育
者
が

若
者
に
「
小
説
」
や
「
文
学
哲
学
書
類
」
を
読
む
の
を
禁
じ
る
こ
と
を
、「
余

計
な
心
配
」
あ
る
い
は
「
神
経
過
敏
の
挙
動
」
と
唾
棄
し
て
お
り
、
教
育
に
お

い
て
は
「
根
本
の
人
格
養
成
と
か
理
想
と
か
」
を
第
一
に
す
べ
き
で
、「
根
本

的
に
堅
実
剛
毅
な
る
意
志
を
養
な
ふ
法
を
講
ず
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
そ
れ
で
は
、
遡
っ
て
『
新
古
文
林
』
の
二
巻
四
号
、
五
号
の
「
白
雲
子
」
の

評
文
を
見
て
お
き
た
い
。
左
に
各
号
の
小
見
出
し
を
順
に
列
挙
し
て
お
く
。

二
巻
四
号
（
明
三
九
・
三
）

「
技
巧
に
就
い
て
」「『
常
闇
』
を
読
む
」「
翻
訳
物
の
流
行
」

二
巻
五
号
（
同
・
四
）

「
宗
教
問
題
」「
横
斜
録
」

　
ま
ず
二
巻
五
号
に
つ
い
て
見
た
い
が
、「
宗
教
問
題
」
と
「
横
斜
録
」
は
と

も
に
綱
島
梁
川
の
『
病
間
録
』（
明
三
八
・
八
）
な
ど
に
触
れ
、
前
者
は
、「
最

近
の
思
想
界
」
が
そ
れ
ら
の
「
告
白
に
対
す
る
諸
種
の
批
評
等
」
や
「
宗
教
問

題
信
仰
問
題
に
関
す
る
論
議
を
以
て
満
た
さ
れ
」
て
い
る
こ
と
を
「
極
め
て
喜

ぶ
べ
き
現
象
」
と
し
て
お
り
、
後
者
で
は
、「
積
極
的
に
『
病
間
録
』
中
よ
り

一
個
の
系
統
を
編
み
出
し
、
綱
島
氏
の
思
想
に
論
理
的
形
式
を
与
ふ
る
も
の
あ

ら
ん
こ
と
」
を
切
望
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
思
い
返
さ

れ
る
の
は
、
独
歩
が
明
治
三
八
年
一
〇
月
一
九
日
の
綱
島
梁
川
宛
書
簡
で
「
貴

下
の
高
著
中
驚
異
と
宗
教
の
一
編
こ
そ
実
に
小
生
が
心
霊
の
経
験
と
符
合
す
る

や
に
愚
考
仕
り
候
間
乍
失
礼
御
一
読
を
煩
は
し
度
く
願
ふ
次
第
に
御
座
候
」
と

述
べ
、「
拙
著
独
歩
集
一
冊
を
座
右
に
献
じ
候
」
と
し
て
、『
独
歩
集
』（
明
三

八
・
七
）
を
献
本
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
独
歩
が
梁
川
に
『
独

歩
集
』
を
献
本
す
る
に
当
た
っ
て
、「
貴
下
の
高
著
」
す
な
わ
ち
『
病
間
録
』

に
、
独
歩
が
自
身
の
「
心
霊
の
経
験
と
符
合
す
る
」
こ
と
を
見
い
だ
し
て
い
た

点
が
、「
白
雲
子
」
が
『
病
間
録
』
の
登
場
を
好
意
的
に
受
け
取
っ
て
い
た
点

と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
新
保
邦
寛
が
「
独
歩
は
、
梁
川
の
登
場
に
、
文

壇
に
無
視
さ
れ
続
け
た
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
が
よ
う
や
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
機

運
の
到
来
を
見
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
こ
そ
「
岡
本
の
手
帳
」
執
筆
の

動
機
で
は
な
か
っ
た
か
。」）10
（

と
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
岡
本
の

手
帳
」
は
、
右
で
確
認
し
た
「
宗
教
問
題
」「
横
斜
録
」
に
お
い
て
「
白
雲
子
」

が
綱
島
梁
川
『
病
間
録
』
の
登
場
を
言
祝
ぎ
、
独
歩
が
そ
の
翌
月
の
「「
破
戒
」

を
読
む
」
で
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
と
同
様
に
破
り
棄
て
る
べ
き
も
の
と
し
て

〈
習
慣
〉
を
取
り
上
げ
た
さ
ら
に
翌
月
、
明
治
三
九
年
六
月
の
『
中
央
公
論
』

に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
白
雲
子
」
と
独
歩
と
の
連
動
性
に
加
え
て
、
さ
ら
に
見
て
お

く
べ
き
は
次
の
「
横
斜
録
」
の
文
で
あ
る
。

△
日
本
鉄
道
の
汽
車
に
乗
じ
て
東
北
に
赴
け
ば
、
過
くマ
マ
る
所
皆
広
漠
た
る

大
平
野
、
曰
く
武
蔵
野
、
曰
く
奈マ
マ
須
野
ヶ
原
、
曰
く
宮
城
野
、
語
を
寄
す

今
の
憧
憬
し
惝
怳
す
る
こ
と
を
好
む
青
年
諸
氏
、
暫
ら
く
犁
鋤
を
取
つ
て

此
の
自
然
の
懐
に
神
聖
な
る
「
汗
」
の
洗
礼
を
享
く
る
に
意
な
き
や
否
や
。

此
の
如
しマ
マ
に
し
て
は
じ
め
て
諸
氏
の
反
悶
と
苦
痛
と
癒
さ
る
ゝ
を
得
ん
か
。

呵
々
。

「
武
蔵
野
」
を
含
め
た
「
大
平
野
」
の
「
自
然
の
懐
」
に
お
い
て
農
業
に
従
事
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し
て
汗
す
る
こ
と
で
、「
反
悶
と
苦
痛
」
が
「
癒
さ
」
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
が
見
逃
せ
な
い
の
は
、
独
歩
も
ま

た
明
治
二
八
年
九
月
一
二
日
に
東
京
か
ら
鉄
道
に
乗
り
、
東
北
を
通
っ
て
北
海

道
ま
で
赴
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
11
（

。『
運
命
』
所
収
の
「
空
知
川
の
岸
辺
」
は

こ
の
道
行
き
を
題
材
と
し
て
い
る
）
12
（

が
、
そ
の
冒
頭
に
「
東
北
の
原
野
す
ら
既
に

我
自
然
に
帰
依
し
た
る
の
情
を
動
か
し
た
る
」
と
あ
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
と

い
う
の
も
、「
東
北
」
と
い
う
場
所
へ
の
言
及
が
右
の
文
と
同
様
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、「
自
然
に
帰
依
し
た
る
」
と
い
う
言
に
見
出
さ
れ
る
宗
教
的
な
発
想

が
、
右
の
文
の
「
自
然
の
懐
」
に
お
い
て
「
洗
礼
を
享
く
る
」
と
い
う
表
現
と

共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
地
名
を
見
て
も
よ
い
。「
奈

須
野
ヶ
原
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
那
須
野
が
原
を
指
し
て
い
る
が
、『
欺
か
ざ

る
の
記
』
の
明
治
三
〇
年
一
月
二
二
日
の
項
に
「
前
に
北
海
山
林
の
自
由
を
夢

見
つ
ゝ
、
遥
か
に
那
須
が
原
の
大
漠
を
見
下
せ
し
を
り
の
感
を
わ
れ
何
時
ま
で

か
忘
れ
得
ん
」
と
書
き
留
め
て
い
る
よ
う
に
、「
那
須
が
原
」
す
な
わ
ち
那
須

野
が
原
を
独
歩
は
印
象
的
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
武
蔵

野
」
へ
の
言
及
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
文
の
半
年
後
、
明
治
三
九
年
一
〇
月
の

『
新
古
文
林
』
二
巻
一
二
号
に
独
歩
が
「
武
蔵
野
」
を
再
掲
し
て
い
る
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
。
小
論
第
一
節
で
吉
江
喬
松
宛
独
歩
書
簡
を
引
用
し
、「
武
蔵
野

周
遊
記
」
を
「
新
古
文
林
十
月
呼
物
」
と
す
る
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
が
、
実
際
の
誌
面
で
は
、
吉
江
の
「
武
蔵
野
週マ
マ

遊
記
」
と
と
も
に
自
身
の

「
武
蔵
野
」
を
再
掲
し
、「
武
蔵
野
」
特
集
を
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
見
て
き
た
独
歩
の
文
章
と
「
白
雲
子
」
の
評
文
と
の
連
動
性
に
加
え
て
、
こ

の
よ
う
な
『
新
古
文
林
』
に
お
け
る
独
歩
の
編
集
動
向
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
白

雲
子
」
が
国
木
田
独
歩
で
あ
る
蓋
然
性
は
非
常
に
高
い
と
言
え
る
。

四

　
た
だ
、『
新
古
文
林
』
二
巻
四
号
（
明
三
九
・
三
）
の
「
白
雲
子
」
の
評
文

に
触
れ
ず
に
「
白
雲
子
」
を
独
歩
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
厳
密
さ
に
欠
け
る

た
め
、
さ
ら
に
順
序
を
遡
る
形
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
技
巧
に
就
い
て
」

を
見
て
い
く
。
全
文
を
引
用
す
る
に
は
長
す
ぎ
る
た
め
論
旨
と
し
て
欠
か
せ
な

い
箇
所
を
引
用
す
る
。

云
ふ
ま
で
も
無
く
真
詩
は
真
情
の
声
な
り
。
今
の
世
に
於
て
誰
か
評
家
の

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

所
謂
『
恐
る
べ
き
詩
』
な
る
「
ポ
ー
プ
」
の
『
愚
人
物
語
』
を
以
て
「
テ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ニ
ズ
ン
」「
ウ
オ
ー
ヅ
オ
ー
ス
」
の
諸
作
に
比
す
る
者
あ
ら
ん
や
。
吾
人

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

は
寧
之
を
口
に
す
る
だ
も
極
て
不
倫
な
る
を
思
ふ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

。
真
情
の
存
す
る
処
万

有
尽
く
詩
歌
有
り
。
禽
獣
蟲
魚
と
雖
、
草
木
蘚
苔
と
雖
も
、
抑
又
岩
石
土

芥
と
雖
も
、
孰
れ
か
尊
重
す
べ
き
各
自
の
詩
歌
を
有
せ
ざ
ら
ん
。
況
や
万

物
の
霊
長
た
る
人
類
を
や
。
詩
歌
は
実
に
人
類
の
至
宝
に
し
て
、
而
も
各

人
の
等
し
く
胸
奥
に
蔵
す
る
と
こ
ろ
也
。
春
江
蘋
花
を
采
る
の
村
嬢
、
秋

郊
牛
を
駆
る
の
樵
夫
と
雖
、
俚
歌
一
曲
悠
揚
と
し
て
起
る
の
時
、
彼
等
豈

詩
歌
無
か
ら
ん
や
。
蘚
国
の
詩
人
「
バ
ー
ン
ス
」
は
隴
圃
が
間
に
犂
鋤
を

件と
も
（「
伴
」
か
│
引
用
者
注
）
と
し
て
猶
ほ
且
絶
妙
の
詩
歌
幾
篇
を
得
た

る
に
あ
ら
ず
や
。
真
情
は
や
が
て
詩
歌
の
根
本
也
、
泉
源
也
。

　
然
れ
ど
も
詩
歌
を
一
の
美
術
と
し
て
見
る
時
、
そ
は
必
ず
何
等
か
の
形

式
を
与
へ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
。
客オ
ブ
ゼ
ク
チ
フ
ワ
イ

観
化
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
。
内
容
と

形
式
と
相
待
つ
て
微
妙
な
る
調
和
を
保
つ
と
き
、
其
処
に
始
め
て
吾
人
の
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所
謂
詩
歌
あ
り
。
此
の
如
く
に
し
て
詩
歌
は
其
個
人
的
地
位
を
去
つ
て
、

普
遍
的
意
義
を
有
す
る
に
至
り
、
湖
畔
詩
人
の
所
謂Poetry com

es 
from

 T マ
マhe heart and goes to the heart

た
る
を
得
る
也
。
俗
人
は

内
蔵
し
て
独
り
等マ
マ
し
み
、
詩
人
は
具
現
し
て
衆
と
共
に
楽
し
む
。
是
れ
即

ち
夫か

の
村
嬢
と
樵
夫
と
が
胸
底
の
絶
妙
の
詩
篇
を
蔵
す
る
に
係
ら
ず
。
詩

人
を
以
て
目
せ
ら
れ
ざ
る
所
以
に
し
て
、
而
し
て
又
俗
人
の
敢
て
詩
人
の

聖
座
を
窺
輸
す
る
を
免
さ
れ
ざ
る
所
以
な
り
。
然
り
而
し
て
此
の
内
在
的

詩
歌
に
一
定
の
形
式
を
付
与
し
、
之
を
客
観
化
す
る
の
術
即
ち
詩
人
の
技

巧
な
り
。

　
こ
の
文
の
主
旨
を
端
的
に
言
え
ば
、「
内
容
と
形
式
」
の
「
調
和
」
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
の
が
「
詩
歌
」
で
あ
り
、
そ
の
「
内
容
」
に
当
た
る
「
内
在
的
詩

歌
」
に
「
形
式
」
を
与
え
て
「
客
観
化
」
す
る
の
が
「
詩
人
の
技
巧
」
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
た
め
に
「
湖
畔
詩
人
」
の
例
が
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
点
は
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
「
湖
畔
詩
人
」
が
そ
の
前
の
「
ウ

オ
ー
ヅ
オ
ー
ス
」（
ワ
ー
ズ
ワ
ス
）
を
指
す
こ
と
は
文
脈
か
ら
し
て
見
易
い
こ

と
だ
が
、
独
歩
文
学
が
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て

言
う
ま
で
も
な
い
）
13
（

。「
白
雲
子
」
は
右
の
文
で
、「
万
有
尽
く
詩
歌
有
り
」
と
述

べ
、
さ
ら
に
、
ど
ん
な
人
間
も
「
詩
歌
」
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
村
嬢
」
と
「
樵
夫
」
だ
が
、
彼
ら
は
「
詩

人
」
に
対
し
て
、
詩
歌
を
「
内
蔵
」
す
る
の
み
で
「
具
現
」
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
「
俗
人
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
村
嬢
」
や
「
樵
夫
」
が

何
に
由
来
す
る
の
か
を
追
究
す
る
と
、「
夫
の

�

�

村
嬢
と
樵
夫
」
の
「
夫か

の
」
と

い
う
語
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
や
は
り
ワ
ー
ズ
ワ
ス
詩
中
の
人
物
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

　
独
歩
は
、
明
治
三
五
年
六
月
刊
行
の
『
英
文
の
友
』
号
外
『
自
然
の
心
』
に

お
い
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
を
掲
げ
「
註
釈
」
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

の’LIN
ES. CO

M
PO
SED

 A
 FEW

 M
ILES A

BO
V
E T

IN
T
ERN 

A
BBEY, ON REVISITING THE BA

NKS OF THE W
YE DURING 

A
 TOUR.’

の
「
註
釈
」
で
、「
こ
れ
が
意
義
」
と
し
て
意
訳
さ
れ
た
「
緑
草

の
直
に
門
戸
を
接
す
る
を
見
、
樹
林
の
間
よ
り
は
青
煙
閑
か
に
巻
て
空
に
上
ぼ

る
を
見
る
、
樵
夫

�

�

の
住
む
処
、
将
た
隠
者
の
独
生
し
て
爐
に
対
す
る
処
。」
の

中
の
「
樵
夫
」
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
文
は
、「
ウ
オ
ー
ズ
ヲ
ー
ス
の
自
然
に

対
す
る
詩
想
」（『
国
民
之
友
』
明
三
一
・
四
）
な
ら
び
に
「
小
春
」（『
中
学
世

界
』
明
三
三
・
一
二
）
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
形
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
き

た
文
言
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
「
樵
夫
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
は
独

歩
が
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
の
中
の
「
樵
夫
」
を
印
象
的
に
受
け
止
め
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
お
り
、「
白
雲
子
」
の
「
樵
夫
」
と
対
応
す
る
。
そ
れ
で
は
「
村

嬢
」
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
ま
た
『
自
然
の
心
』
の’THE SOLITA

RY 
REA

PER.’

の
「
註
釈
」
に
あ
る
「
農
家
の
娘
が
た
ゞ
一
人
、
淋
し
き
野
に
て

何
事
か
歌
ひ
つ
ゝ
麦
を
刈
り
居
た
る
、
端
な
く
も
詩
人
の
深
き
心
の
琴
線
に
触

れ
た
る
な
り
。」
の
「
農
家
の
娘
」
と
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

独
歩
は
か
つ
て
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」（『
青
年
文
学
』
明
二
五
・
一
一
）
で

「
渠
（
ワ
ー
ズ
ワ
ス
│
引
用
者
注
）
の
最
上
の
傑
作
と
言
は
れ
た
る
」
も
の
と

し
て
、「
ソ
リ
タ
リ
ー
、
リ
ー
パ
ー
」
の
「
い
な
か
娘
の
麦
刈
」
を
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
、
独
歩
は
長
年
そ
の
詩
に
も
親
し
ん
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先

の
「
技
巧
に
就
い
て
」
で
は
、「
春
江
蘋
花
を
采
る
の
村
嬢
、
秋
郊
牛
を
駆
る
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の
樵
夫
」
と
い
う
よ
う
に
対
句
的
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
た
め
、

「
そ
ん
じ
ょ
う
」
と
い
う
音
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
い
な
か
娘
」
と
い
う
口
語
的

な
表
現
が
回
避
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
半
ば
独
歩
と
「
白
雲
子
」
と
を
同
一
視
す
る
形
で
述
べ
た
が
、
そ
う
す
べ
き

根
拠
と
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
の
論
証
に
加
え
て
、
右
の
「
技
巧
に
就
い
て
」
の

中
に
、
こ
の
文
を
独
歩
の
も
の
と
認
め
る
べ
き
点
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
傍
点
部
に
お
い
て
、「
ポ
ー
プ
」
を
「
テ
ニ
ズ
ン
」
や
「
ウ
オ
ー
ヅ

オ
ー
ス
」
と
「
比
す
る
」
こ
と
を
「
不
倫
」
と
一
蹴
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
テ
ニ
ズ
ン
」
や
「
ウ
オ
ー
ヅ
オ
ー
ス
」
は
「
ポ
ー
プ
」
と
比
較

対
象
に
は
な
ら
な
い
程
に
別
格
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
見
方

が
独
歩
の
も
の
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
独
歩
は
「
苦
悶
の
叫
」（『
精
神
』
明
二
八
・
三
、
四
）
に
お

い
て
宮
崎
湖
処
子
に
よ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
評
伝
『
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ル
ス
』（
明
二
六
・

一
〇
）
を
批
判
す
る
際
に
、
そ
の
文
中
か
ら
の
孫
引
き
で
以
下
の
文
を
記
し
て

い
る
。

　
マ
シ
ユ
ー
ア
ル
ノ
ル
ド
曰
は
ず
や
『
人
生
は
詩
人
の
最
大
疑
問
、
人
生

の
批
評
は
詩
人
の
最
大
事
業
、
ウ
オ
ー
ズ
ウ
オ
ー
ス
が
セ
キ
ス
ピ
ア
ー
モ

リ
エ
ル
ミ
ル
ト
ン
ゲ
ー
テ
の
如
き
不
世
出
の
詩
傑
の
班
中
に
あ
る
も
の
は

其
の
人
生
観
の
高
且
つ
崇
な
る
に
由
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
』
と
能
く
吾
が
思

ふ
処
を
言
へ
る
な
り
。

　
こ
こ
で
の
引
用
が
『
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ル
ス
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
芦
谷
信
和
）
14
（

が
取
り
上
げ
た
『
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ル
ス
』
の
当
該
箇
所
（
一
五

〇
頁
）
を
見
て
み
る
と
、「
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ル
ス
の
位
次
の
、
遥
か
に
ボ
ル
テ
ア
、

ド
ラ
イ
デ
ン
、
ポ
ー
プ

�

�

�

、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
シ
ユ
レ
ル
、
ハ
イ
子
、
ユ
ゴ
ー
、
等

諸
大
家
の
上
に
あ
り
」
の
文
が
「
苦
悶
の
叫
」
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。「
技
巧
に
就
い
て
」
で
「
ウ
オ
ー
ヅ
オ
ー
ス
」
を
「
ポ
ー
プ
」
と
比

較
す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
か
つ
て
の
独
歩
も
「
ウ
オ
ー
ズ
ウ

オ
ー
ス
」
を
「
ポ
ー
プ
」
と
比
較
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
の
で
あ
る
）
15
（

。

五

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
三
九
年
三
月
か
ら
五
月
の
『
新
古
文
林
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
白
雲
子
」
の
評
文
は
国
木
田
独
歩
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に

そ
の
う
ち
の
一
つ
「
社
会
と
喜
劇
」
を
取
り
上
げ
て
「
窮
死
」
へ
と
展
開
す
る

独
歩
文
学
の
可
能
性
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
評
文
の
文
意
を
要
約
す
れ

ば
、「
産
業
革
命
自
由
競
争
よ
り
来
れ
る
パ
ン
の
生
存
競
争
の
激
甚
を
極
む
る
」

「
今
の
世
」
に
あ
っ
て
は
「
悲
劇
」
よ
り
も
「
喜
劇
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
ま

と
め
ら
れ
よ
う
。
以
下
に
引
用
す
る
の
は
「
喜
劇
」
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
末
尾
の
箇
所
で
あ
る
。

今
の
世
に
於
て
最
も
欠
け
た
る
も
の
は
何
ぞ
や
。
哄
笑
の
声
に
あ
ら
ず
や
。

心
の
底
よ
り
発
し
た
る
哄
笑
の
声
に
あ
ら
ず
や
。
聞
け
よ
、
彼
等
が
偽
は

れ
る
笑
の
声
を
、
或
る
も
の
は
自
ら
欺
か
ん
かマ
マ
為
め
に
、
あ
る
者
は
他
を

欺
か
ん
が
為
め
に
、
苦
し
き
笑
、
に
が
き
笑
、
作
り
た
る
笑
、
此
れ
今
の

世
の
笑
の
声
に
あ
ら
ず
や
。
吾
人
は
之
を
聞
い
て
、
む
し
ろ
其
の
哀
痛
号

哭
の
声
に
比
し
て
、
更
に
一
層
物
す
ご
く
惨
憺
の
気
を
帯
び
た
る
を
感
ぜ

ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
要
す
る
に
悲
哀
は
今
の
世
の
前
面
を
覆
は
ん
と
す

る
も
の
な
れ
ど
も
、
哄
笑
は
其
の
最
も
欠
け
た
る
処
な
り
。
さ
れ
ば
悲
哀
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を
以
て
彼
等
を
同
感
せ
し
め
ん
と
す
る
は
極
め
て
易
く
、
哄
笑
を
以
て
彼

等
を
同
感
せ
し
め
ん
と
す
る
は
極
め
て
難
し
と
雖
、
悲
劇
（「
喜
劇
」
の

誤
り
か
│
引
用
者
注
）
は
彼
等
の
欠
如
す
る
も
の
を
与
へ
ん
と
す
る
点
に

於
い
て
、
将
た
ま
た
其
の
与
ふ
る
感
興
の
極
め
て
快
活
洒
脱
の
趣
き
あ
り
、

積
極
的
に
し
て
、
全
く
直
接
的
に
人
間
を
擾
々
た
る
此
の
現
実
界
よ
り
脱

し
て
、
至
醇
至
霊
な
る
無
我
境
に
導
き
入
る
ゝ
点
は
、
之
を
悲
哀
の
同
感

の
沈
静
幽
暗
の
色
を
帯
び
て
多
少
消
極
的
に
し
て
間
接
的
な
る
に
比
し
て
、

勝
る
と
も
劣
る
と
こ
ろ
無
く
、
今
の
世
に
於
い
て
は
一
層
其
の
必
要
な
る

を
認
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

　
こ
の
よ
う
な
「
喜
劇
」
礼
賛
の
文
を
独
歩
が
書
い
て
い
た
と
い
う
の
は
、
鷲

崎
秀
一
に
よ
っ
て
「
明
治
期
の
〈
笑
い
〉
を
代
表
す
る
作
家
」）16
（

と
し
て
独
歩
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
現
在
、
驚
く
に
足
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
独

歩
が
「
喜
劇
」
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
点
で

右
の
文
は
貴
重
で
あ
る
。「
積
極
的
に
し
て
、
全
く
直
接
的
に
人
間
を
擾
々
た

る
此
の
現
実
界
よ
り
脱
し
て
、
至
醇
至
霊
な
る
無
我
境
に
導
き
入
る
ゝ
点
」
に

「
喜
劇
」
の
利
点
を
認
め
て
い
る
が
、
独
歩
が
「
無
我
」
と
い
う
語
を
用
い
た

の
は
、
こ
の
文
か
ら
約
一
年
後
に
発
表
さ
れ
た
、
ま
さ
に
「
パ
ン
の
生
存
競
争

の
激
甚
を
極
む
る
」
最
下
層
の
社
会
を
描
い
た
「
窮
死
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
三
か
月
前
の
「
泣
き
笑
ひ
」（『
新
古
文
林
』
明
四
〇
・
三
）
が
「
当
時
の

文
学
作
品
に
は
珍
し
い
喜
劇
の
体
を
成
し
た
作
品
」）17
（

で
あ
る
の
に
ひ
き
か
え
、

「
文
公
」
の
救
い
よ
う
の
な
い
轢
死
ま
で
の
な
り
ゆ
き
を
描
い
た
「
窮
死
」
は

と
て
も
「
喜
劇
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
小
説
で
は
な
い
が
、
読
み
手
に
笑
い
を
誘

う
ユ
ー
モ
ア
を
含
ん
で
い
る
点
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

身
体
に
も
心
に
も
呆ぽ

然か
ん
と
し
た
や
う
な
絶
望
的
無
我
が
霧
の
や
う
に
重
く
、

あ
ら
ゆ
る
光
を
遮
つ
て
立
ち
こ
め
て
居
る
。

空
腹
に
飲
ん
だ
の
で
、
間
も
な
く
酔
が
ま
は
り
稍
や
元
気
づ
い
て
来
た
。

顔
を
あ
げ
て
我
知
ら
ず
に
や
り
と
笑
つ
た
時
は
、
四
角
の
顔
が
直
ぐ

『
そ
ら
見
ろ
、
気
持
が
直
つ
た
ら
う
。
飲や

れ
飲
れ
、
一
本
で
足
り
な
け
や

ア
も
う
一
本
飲
れ
、
私わ
し
が
引
受
る
か
ら
何
で
も
元
気
を
加つ
け
る
に
や
ア
こ
れ

に
限か
ぎ
る

ツ
て
事
よ
！
』
と
御
自
身
の
方
が
大
元
気
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
絶
望
的
無
我
」
と
い
う
概
念
を
「
浮
浪
生
活
を
続
け
て
来

た
」「
文
公
」
が
理
解
で
き
る
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
た
め
、
語
り
手
が
「
文

公
」
の
心
境
を
代
弁
し
た
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
冒
頭
で
「
先
客
の

三
人
も
今
来
た
一
人
（「
文
公
」
│
引
用
者
注
）
も
皆
な
土
方
か
立
ん
ぼ
う
位

の
極
く
下
等
な
労
働
者
で
あ
る
」
と
「
文
公
」
と
距
離
を
取
っ
て
い
た
語
り
手

は
、
こ
の
場
面
で
「
文
公
」
に
寄
り
添
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
読
み
手
も
「
文
公
」
の
側
の
立
場
に
囲
い
込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、

そ
の
直
後
の
場
面
の
ユ
ー
モ
ア
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
ユ
ー
モ
ア
は
、
酔
い
の
た
め
に
「
我
知
ら
ず
に
や
り
と
笑
つ
た
」「
文
公
」

よ
り
も
、
そ
の
様
子
を
見
た
「
四
角
の
顔
」「
御
自
身
の
方
が
大
元
気
に
な
つ

て
来
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
み
手
も
、「
四
角
の

顔
」
を
含
め
た
「
け
ち
な
め
し
屋
」
の
人
々
の
中
で
否
応
な
し
に
疎
外
さ
れ
る

「
文
公
」
の
側
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
が
「
文
公
」
に
見
出
す
「
無
我
」
的
な
境
地
と
、
そ

れ
と
類
比
的
な
「
無
我
境
」（「
社
会
と
喜
劇
」）
へ
と
読
み
手
を
導
く
ユ
ー
モ
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ア
と
が
「
窮
死
」
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
窮
死
」
に
お
け

る
ユ
ー
モ
ア
は
よ
り
一
層
検
証
す
べ
き
課
題
と
し
て
見
え
て
く
る
。

　
『
新
古
文
林
』
に
お
け
る
「
白
雲
子
」
す
な
わ
ち
国
木
田
独
歩
の
評
文
は
、

こ
の
よ
う
に
独
歩
の
晩
年
の
小
説
と
の
関
連
の
中
で
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
独
歩
の
小
説
を
新
た
な
観
点
か
ら
照
ら
し
う
る
の
で
あ
る
。

注
１ 　
栗
林
秀
雄
「
第
六
節　
晩
年
の
一
転
機
│
「
帽
子
」
論
を
中
心
に
│
」（『
国
木
田

独
歩
・
志
賀
直
哉
論
考
│
明
治
大
正
時
代
を
視
座
と
し
て
│
』
二
〇
一
二
・
六
、
双

文
社
出
版
、
一
一
三
〜
一
三
七
頁
、
初
出
は
『
日
本
文
学
研
究
』（
大
東
文
化
大
学
）

一
四
号
、
一
九
七
五
・
一
）
で
は
、「
一
年
八
ヶ
月
と
い
う
創
作
休
止
期
間
は
、
過
去

の
作
品
世
界
と
の
訣
別
に
と
っ
て
必
要
な
時
間
で
も
あ
っ
た
」（
一
三
六
頁
）
と
ま
と

め
て
お
り
、
芦
谷
信
和
「
序
説　

独
歩
文
学
の
展
望
│
浪
漫
主
義
の
視
座
よ
り
」

（『
独
歩
文
学
の
基
調
』
一
九
八
九
・
六
、
桜
楓
社
、
九
〜
二
七
頁
）
も
ま
た
、
独
歩

の
創
作
期
間
を
大
き
く
三
期
に
分
割
す
る
中
で
、「
明
治
三
十
八
年
の
空
白
期
を
目
安

と
し
て
、
三
十
七
年
の
「
夫
婦
」（
明
37
・
７
『
太
陽
』）
を
も
っ
て
第
二
期
が
終
り
、

三
十
九
年
の
「
田
舎
教
師
」（
明
39
・
３
『
新
古
文
林
』）
を
第
三
期
の
は
じ
ま
り
と

す
る
。」（
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

２ 　

独
歩
の
雑
誌
編
集
に
つ
い
て
は
、
川
岸
み
ち
子
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
別
巻
二
』

（
二
〇
〇
〇
・
四
、
学
習
研
究
社
）
二
五
九
〜
二
七
七
頁
、
黒
岩
比
佐
子
『
編
集
者
国

木
田
独
歩
の
時
代
』（
二
〇
〇
七
・
一
二
、
角
川
学
芸
出
版
）
に
詳
し
い
。

　
３ 　

中
島
礼
子
は
「
国
木
田
独
歩
に
お
け
る
「
日
露
戦
争
と
文
学
」」（『
社
会
文
学
』
二

〇
一
〇
・
六
）
で
、「
日
露
戦
争
は
結
果
と
し
て
、
独
歩
の
編
集
者
と
し
て
の
才
能
を

発
揮
さ
せ
こ
そ
す
れ
、
文
壇
で
認
知
さ
れ
始
め
た
文
学
者
と
し
て
の
独
歩
の
将
来
を

つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
編
集
者
と
し
て
の
独
歩
と
文
学
者
と
し
て
の
独
歩

と
を
截
然
と
区
別
し
て
い
る
。

　

４ 　
「
国
木
田
独
歩
年
譜
」（『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
増
訂
版
〈
以
下
『
全
集
』
と
す

る
〉
第
十
巻
、
一
九
七
八
・
三
、
学
習
研
究
社
、
五
三
頁
）

　
５ 　

目
次
に
は
二
巻
三
号
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
前
号
が
二
巻
三
号
で
あ
る
。

　
６ 　
「
発
表
年
月
日
順
著
作
目
録
」（『
全
集
』
第
十
巻
、
六
九
頁
）

　
７ 　

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
の
枚
数
で
換
算
す
る
と
、
明
治
三
九
年
三
〜
五
月
は
「
田

舎
教
師
」
約
一
六
枚
、「
人
生
」
約
七
枚
だ
が
、
明
治
四
〇
年
一
月
は
「
恋
を
恋
す
る

人
」
約
三
二
枚
、「
肱
の
侮
辱
」
約
八
枚
、「
波
の
音
」
約
一
五
枚
で
あ
り
、
前
者
は

一
か
月
あ
た
り
の
執
筆
が
七
〜
八
枚
と
す
る
と
、
後
者
は
一
か
月
あ
た
り
五
五
枚
で

あ
り
、「
白
雲
子
」
が
『
新
古
文
林
』
に
評
文
を
発
表
し
た
三
か
月
間
の
独
歩
の
執
筆

の
分
量
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。

　
８ 　
「
反
悶
と
信
仰
」
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
、
ゴ
リ
キ
ー
作
「
人
生
」
を
独
歩
が
訳

し
た
際
に
は
「
煩
悶
」
の
字
に
「
も
だ
（
え
る
）」
と
い
う
ル
ビ
を
当
て
て
い
る
。

　
９　
「
末
法
澆
季
」『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）

　

10 　

新
保
邦
寛
「
二
人
の
〈
私
〉・
も
う
一
つ
の
〈
小
民
史
〉
│
独
歩
文
学
を
貫
く
も
の

（
２
）」（『
独
歩
と
藤
村
│
明
治
三
十
年
代
文
学
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
一
九
九
六
・
二
、

有
精
堂
出
版
、
三
六
、
三
七
頁
）

　

11 　

独
歩
の
北
海
道
行
に
つ
い
て
は
岩
井
洋
『
国
木
田
独
歩 

空
知
川
の
岸
辺
で
』（
二

〇
〇
三
・
一
一
、
北
海
道
新
聞
社
）
に
詳
し
い
。

　

12 　

独
歩
は
「
空
知
川
の
岸
辺
」
に
つ
い
て
「
予
が
作
品
と
事
実
」（『
文
章
世
界
』
明

四
〇
・
九
）
の
中
で
「
此
編
の
主
人
公
は
余
自
身
に
し
て
其
事
件
は
皆
な
事
実
な
り
。

主
人
公
の
感
想
は
余
の
感
想
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

13 　

山
田
博
光
「
日
本
近
代
文
学
と
ワ
ー
ズ
ワ
ス
」（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
四

巻
、
一
九
七
七
・
一
一
、
講
談
社
、
三
九
六
、
三
九
七
頁
）
で
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の

影
響
著
し
い
独
歩
の
作
品
が
列
挙
さ
れ
、「
独
歩
文
学
」
は
「
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
影
響
を

抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

14 　

芦
谷
信
和
「
第
十
二
章　

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
を
め
ぐ
る
独
歩
の
湖
処
子
批
判
」（『
国

木
田
独
歩
の
文
学
圏
』
二
〇
〇
八
・
一
一
、
双
文
社
出
版
、
二
一
五
、
二
一
六
頁
）

　

15 　

独
歩
は
「
ウ
オ
ー
ズ
ウ
オ
ー
ス
」、「
白
雲
子
」
は
「
ウ
オ
ー
ヅ
オ
ー
ス
」
と
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
独
歩
は
「
我
は
如
何
に
し
て
小
説
家
と
な
り

し
か
」（『
新
古
文
林
』
明
四
〇
・
一
）
で
「
ヲ
ー
ズ
ヲ
ー
ス
」、「
不
可
思
議
な
る
大

自
然
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
四
一
・
二
）
で
「
ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
」
を
用
い
て
お
り
、

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
表
記
に
ブ
レ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
白
雲
子
」
を
国
木
田
独
歩
と

同
定
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
駁
と
し
て
こ
の
点
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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16 　

鷲
崎
秀
一
『
近
代
文
学
に
お
け
る
〈
笑
い
〉
の
小
説
の
生
成
』（
二
〇
一
八
・
三
、

晃
洋
書
房
）
七
頁

　

17　

同
右
鷲
崎
前
掲
書
一
〇
九
頁

※ 

国
木
田
独
歩
の
テ
キ
ス
ト
の
引
用
は
『
全
集
』
に
拠
る
。
引
用
文
の
ル
ビ
は
必
要
な
も

の
の
み
を
残
し
、
漢
字
の
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
変
体
仮
名
や
合
略
仮
名
は
現
行
の
仮

名
づ
か
い
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
引
用
文
の
傍
点
や
傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
り
、
原

文
の
傍
点
や
圏
点
は
省
略
し
た
。

（
あ
し
か
わ
・
た
か
ゆ
き　
平
成
二
十
三
年
度
卒
業
生

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学

）


